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平成 26 年 11 月 11 日、サーティホールにて第 9 回大東市小中学生弁論大会を開催

しました。「弁論の部」では、小学生 1,188 名、中学生 2,593 名の予選応募者の中か

ら選ばれた 10 名の小中学生が、様々な人との関わりや社会の出来事の中で心に感じた

ことを、素直に熱く語りました。 

また、各小学校の 5 年生から 1 名、計 12 名の代表者による「1 分間スピーチの部」

も実施し、それぞれが自分の学校の特徴や自慢できることを元気に紹介しました。 

「弁論の部」本選出場者は次の皆さんです。（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の夢、人とのつながり、地球の環境問題、周りの人への思いやりや感謝の気持ち、

部活を通して学んだこと…出場者 10 名の優しさ、強さ、そして真面目な取組み姿勢が

伝わってくる大変立派な弁論発表でした。 

「１分間スピーチの部」出場者は次の皆さんです。（敬称略） 

     

  

 

 

それぞれの学校の誇れるところや大好きなところなどについて、大ホールの大きな舞

台に緊張しながらも、いきいきと堂々とスピーチをしました。 
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「心をことばに～伝えたい気持ち～」 

【中学生】 

南郷中 2 年／福地剛、住道中 1 年／小川怜生、

住道中 2 年／吉岡光、深野中 3 年／竹田大斗、

谷川中 3 年／石橋芽依 

【小学校 6 年生】 

南郷小／門田拓都、住道南小／加藤吹雪、 

四条北小／松川智香、氷野小／塩沢瑛美、 

三箇小／貴志あみか 

【小学校 5 年生】南郷小／河崎颯斗、住道北小／平美央、 

住道南小／木戸愛理、四条小／吉田祥清、四条北小／藤本晴菜、 

深野小／中村花、北条小／湊愛結、氷野小／藤井孝史郎、 

泉小／藤村真弘、諸福小／錦織野乃子、灰塚小／岸良誠也、 

三箇小／小川菜々花 
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 児童生徒がめあてを持ち、ゴールに向かって主体的に学び、高め合う授業をめざして

各学校では授業改善に取り組んでいます。教育研究所より全小・中学校を訪問させて頂

いた時の様子を一部ご紹介します。 

 

 

 あいさつや返事、話し方や聞き方、学び合いの約束、学習内容の大切なポイントなど

をわかりやすく掲示しています。身に付けてほしい力を全員で共有し、常に意識するこ

とができます。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 大型テレビ、書画カメラ、タブレット 

型パソコン、ホワイトボードなどの活用 

がずいぶん増えました。子どもたちも注 

目し、わかりやすい支援となっています。 

 

 

一人で音読したり、問題を解いたり、ペアやグループで相談したり、聴き合ったり、

全体で意見を交流したりしています。黙って考える場面やお互いの意見を伝え合う場面

などメリハリのある授業にたくさん出合いました。目的や課題に応じて学習形態を工夫

することで、全ての子どもたちが参加し、自分の考えを広げたり深めたりすることをめ

ざしています。 

 

 

 

 

 

進む授業改善！がんばる子どもたち！！ 
～「学び合う授業づくり」学校訪問より～ 

工夫された掲示

がんばる子どもたちの姿 

視覚的な支援 
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大東市こども会育成連絡協議会では、一年間を通してスポーツ事業や文化事業など、

多くの取組みを実施しています。 

春はこどもたちが安全に活動できるよう保護者向けの研修を行い、夏はソフトボール

大会で汗を流します。また、こども向けのかべ新聞づくり講習会を行い、秋にはフェス

ティバルでこどもたちが作ったポスターやかべ新聞の展示、表彰を行っています。冬は

駅伝大会やドッジボール大会があり、３月には作文コンクールの表彰もあります。また、

各地域でもクリスマスイベントやスポーツ大会など独自のイベントを開催しています。 

こども会はスポーツ事業だけでなく、かべ新聞づくりや作文コンクールなど文化事業

も実施しており、いろんなこどもたちが自分の得意なジャンルで活躍することができま

す。みなさんもこども会活動に参加し、地域を盛り上げていきませんか？教育委員会で

も、充実したこども会活動が行っていけるよう、支援を続けてまいります。 

 

 

 

 

  

 

 

<ソフトボール大会の様子>       <フェスティバルの入賞作品> 

 現在、１２小学校区内、１９８箇所で年間登録人数は 4,190 人、１日当たり 576

人の方が、児童の登下校の安全見まもり活動に参加されています。自治会、PTA、

青少年指導員、防犯委員、老人会、こども会等地域の方々が、ボランティアで、雨の

日も暑い日も毎日、子どもたちが安全に登下校できるように、通学路や交差点などに

立って、声かけをされています。 

「おはよう」「おかえり」など元気に声をかけると、子どもたちもだんだん元気に

あいさつをしてくれるようになり、やりがいがあると、笑顔で話されていました。学

校以外の場所でも、子どもたちから、声かけがあり、元気を頂いているという感想が

ありました。 

 

「子ども安全見まもり隊」活動について 

 

こども会活動は楽しいよ！ 

  



4 
 

 

 

 

 平成２６年１１月６日（火）、サーティホールにて、市内８中学校による第５５回大

東市中学校総合発表会 学芸の部（舞台発表）が行われ、各校からの代表が出演しまし

た。 

吹奏楽部による演奏が行われたり、クラス・学年による合唱が行われたり、学年によ

る和太鼓演奏が行われたりしました。迫力ある演奏や響き渡る歌声に感動しました。 

学校の体育館では味わうことができない、大きな舞台での発表でしたが、堂々と練習

の成果を発揮することができました。また、鑑賞する態度もとても立派でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成２６年１１月２６日（水）、サーティホールにて、市内１２小学校による第３４

回大東市立小学校連合音楽会が行われました。 

 はじめに、先生の指揮に合わせて全員で「南風にのって」を歌いました。そのあと、

各校の代表で出場した４年生・５年生・６年生の合唱や合奏が披露されました。リズム

に乗って演奏したり、心を合わせて歌ったり、練習の成果を十分発揮した素晴らしい発

表でした。 

大きな舞台でしたが、多くの保護者の方にも見守られながら、緊張感を克服し堂々と

発表する姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大東市中学校総合発表会 学芸の部 
      ―大東市中学校教育研究会主催－ 

大東市立小学校連合音楽会 
―大東市小学校教育研究会主催－ 


